
国
交
省

小

委
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦
略

人
口
減
少
に
持
続
可
能
な
下
水
道
へ

収
支
改
善
へ
住
民
理
解
を
促
進

国
土
交
通
省
は
六
月
二
十

六
日
、
第
二
十
五
回
「
社
会

資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
戦
略
小

委
員
会
」
（
委
員
長
・
家
田

仁
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教

授
）
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
、

上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
取
り
組
む

べ
き
項
目
と
当
面
の
進
め

方
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
打
ち
出
し
た
。
新
た
に
予

防
保
全
型
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

社
会
資
本
の
多
く
は
高
度

経
済
成
長
期
以
降
に
整
備
さ

れ
、
建
設
か
ら
五
十
年
以
上

経
過
す
る
施
設
の
割
合
は
加

速
度
的
に
増
加
し
て
い
く
見

通
し
だ
。
そ
の
一
方
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
、
国
民
生
活
や
経
済

活
動
に
多
大
な
弊
害
を
も
た

ら
し
た
。
た
だ
上
下
水
道
、

運
輸
シ
ス
テ
ム
、
電
力
供
給

・
通
信
網
な
ど
の
社
会
資
本

が
適
切
に
機
能
を
発
揮
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
都
市
機
能
を

滞
り
な
く
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
仮
に
上
下
水
道
な

ど
が
使
用
で
き
な
い
状
況
に

な
れ
ば
生
命
の
危
機
す
ら
予

測
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
防
災

と
同
様
に
防
疫
の
面
か
ら
も

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
た
。

同
小
委
に
よ
る
と
、
今
後

の
取
り
組
み
で
は
①
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
確
立
②

施
設
の
集
約
・
再
編
③
多
様

な
契
約
方
法
の
導
入
④
技
術

の
継
承
・
育
成
⑤
新
技
術
の

活
用
⑥
デ
ー
タ
の
活
用
⑦
国

民
の
理
解
と
協
力
―
―
の
七

項
目
が
柱
と
な
る
。
現
場
作

業
に
つ
い
て
は
感
染
拡
大
に

よ
る
出
勤
制
限
な
ど
の
条
件

下
で
も
平
時
と
変
わ
り
な
く

適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
少

人
数
で
の
効
率
的
な
対
応
を

可
能
と
す
る
施
設
関
連
情
報

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備
や
情

報
化
技
術
・
遠
隔
操
作
技
術

な
ど
を
含
む
情
報
基
盤
の
整

備
、
新
材
料
・
新
技
術
・
新

工
法
の
導
入
な
ど
が
早
急
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
は
予
防
保
全
、
点

検
・
診
断
、
個
別
施
設
計

画
、
補
修
・
修
繕
、
点
検
・

補
修
デ
ー
タ
の
記
録
な
ど
の

全
般
で
人
材
・
体
制
面
の
一

層
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
財
政
面
に
お
け
る
支
援

を
強
化
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
は
六
月
二
十
九
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
日
本
下
水
道
協
会
会
議
室
で
第
四
回
「
人
口
減
少
下
に

お
け
る
維
持
管
理
時
代
の
下
水
道
経
営
の
あ
り
方
検
討
会
」
（
座
長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

教
授
）
を
開
き
、
持
続
可
能
な
事
業
経
営
の
実
現
に
向
け
て
報
告
書
案
を
ま
と
め
た
。
下
水
道
使
用
料
の
実
態
調

査
に
基
づ
く
収
支
構
造
の
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
経
営
状
況
の
「
見
え
る
化
」
な

ど
に
よ
る
住
民
理
解
を
促
進
し
、
下
水
道
事
業
の
適
正
・
円
滑
な
収
支
改
善
を
め
ざ
す
。

下
水
道
は
国
民
の
暮
ら
し

の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
豊

か
な
水
環
境
の
保
全
に
不
可

欠
な
基
盤
施
設
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
人
口
減
少
な
ど

に
伴
う
地
方
財
政
の
逼
迫
や

執
行
体
制
の
脆
弱
化
、
老
朽

化
施
設
の
増
大
な
ど
の
課
題

が
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

同
省
は
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
や
汚
水
処
理
の

最
適
化
・
広
域
化
・
共
同

化
、
官
民
連
携
、
資
源
・
施

設
の
有
効
利
用
、
新
技
術
の

導
入
な
ど
に
努
め
て
き
た
。

昨
年
八
月
に
は
有
識
者
な

ど
で
構
成
す
る
同
検
討
会
を

設
置
。
人
口
減
少
下
で
も
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

た
め
、
望
ま
し
い
下
水
道
使

用
料
体
系
な
ど
を
整
理
す
る

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体

に
よ
る
下
水
道
事
業
の
収
支

構
造
の
適
正
化
や
円
滑
な
収

支
改
善
に
向
け
て
議
論
を
重

ね
て
い
る
。

報
告
書
案
は
①
下
水
道
を

取
り
巻
く
現
状
②
下
水
道
の

収
支
構
造
に
関
す
る
課
題
③

今
後
め
ざ
す
べ
き
下
水
道
事

業
経
営
の
方
向
性
と
国
な
ど

に
よ
る
支
援
の
あ
り
方
―
―

な
ど
で
構
成
。
参
考
資
料
と

し
て
下
水
道
使
用
料
に
関
す

る
実
態
調
査
結
果
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

現
状
で
は
下
水
道
整
備
の
状

況
、
下
水
道
事
業
の
財
政
状

況
、下
水
道
使
用
料
の
概
略
、

下
水
道
の
収
支
構
造
に
関
す

る
課
題
で
は
課
題
の
整
理
方

法
、
使
用
料
算
定
の
手
順
に

即
し
た
課
題
の
整
理
、
各
課

題
の
具
体
的
内
容
な
ど
を
説

明
。
今
後
の
方
向
性
と
支
援

の
あ
り
方
で
は
経
営
状
況
の

「
見
え
る
化
」
な
ど
に
よ
る

住
民
理
解
の
促
進
、
下
水
道

管
理
者
に
よ
る
経
営
努
力
の

徹
底
、
中
長
期
的
観
点
か
ら

の
適
切
な
収
支
構
造
へ
の
見

直
し
な
ど
を
打
ち
出
し
た
。

経
営
状
況
の
「
見
え
る

化
」
で
は
地
域
住
民
に
馴
染

み
の
薄
い
下
水
道
の
役
割
や

河
川
の
水
質
保
全
効
果
な
ど

を
積
極
的
に
普
及
啓
発
す
る

と
と
も
に
、
公
営
企
業
会
計

の
適
用
や
経
営
戦
略
の
策
定

・
改
定
な
ど
の
わ
か
り
や
す

い
形
で
収
支
構
造
の
妥
当
性

を
明
示
し

て
い
く
。

ま
た
地
域

住
民
な
ど

へ
の
説
明

責
任
を
適

切
に
果
た

す
観
点
か

ら
幅
広
い

メ
ン
バ
ー

に
よ
る
経

営
審
議
会

や
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど

を
有
効
に

活
用
す
る

方
針
だ
。

国交省検討会が報告書案で活発に意見交換

滝沢座長

予
防
保
全
型
サ
イ
ク
ル
確
立
へ

家田委員長
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